
 

請願第１号  
高齢者の補聴器購入費助成を求める請願書  

 
（請願趣旨）  
日本は超高齢化社会を迎えており、２０２５年には高齢化率が３０％

を超えると予想されています。これに伴って認知症の増加が社会問題と
なり、加齢性難聴をはじめとする聴覚障害も急増しています。  
難聴になると、日常生活が不便になり、生活の質を落としてしまうだ

けでなく、意思の疎通ができないことで徐々に外出が減り、ひきこもり

がちになります。   
現在は、両耳聴力が７０デシベル以上 (４０ｃｍ以上離れたら会話がで

きない状態 )など、かなり重い難聴でなければ身体障がい者手帳の交付を
受けられません。早い段階から補聴器を使用すれば、難聴の進行を遅ら
せることができ、日常生活の質の向上を図るうえで有効とも言われています。 
購入をためらう理由のひとつが価格の高さです。補聴器は、平均価格

が１５万円と高額で「高くて買えない」と悲鳴が上がっています。  
私たちのアンケート調査では、「聞こえが悪く困ることがある」との回

答が、７０代で３割、８０代では４割以上になりました。補聴器の使用
については、「使いたいが、高くて買えない」との回答が５割以上になり、
補聴器購入助成については、「必要」との回答が８割以上になりました。 

「難聴は認知症の危険因子であり、難聴への介入は認知症の予防法と
して最も効果的であることが明らかになっている。従って、少なくとも
軽度認知症障害の時点で難聴がある場合はできるだけ早く補聴器の装用
など対策を考える必要がある」との専門家の指摘もあります。  
２０２３年１２月１日現在では、千葉県内で船橋市・鎌ケ谷市・浦安

市・印西市で補聴器購入助成制度を実施するなど、全国に助成制度が広
がっています。   
 流山市でも、早急に高齢者の補聴器購入助成を行うよう、以下につい

て請願いたします。  
 

（請願項目）  
高齢者の補聴器購入費を助成する制度をつくり、早期に実施すること。 

 
２０２４年５月２３日  

 
              紹介議員  

高橋  あきら  
植田  和子  
おだぎり  たかし  

 
請願者  

               ●●●●●●●●●●●  
●●●●●●●●●●●●  
●●●●●●   

 
流山市議会議長  坂巻  儀一  様  
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  新日本婦人の会「聴こえ」アンケート結果と分析   2023年 9月   2023 年 6 月～7月調査    新日本婦人の会流山支部  

ご協力、誠に有難うございました。９０人近くの方のお声が寄せられました。「アンケートの結果」と「まとめ」についてご報告します。 

 

１ アンケート集計結果 

１）設問１～３まで 

        設 問 ～５０代 ６０代 ７０代 ８０代 

人数   ％ 人数 
  ％ 

人数 
  ％ 

人数 
  ％ 

１  聴こえが

悪く困る

こと 

① ある ０   ３ 
２１ 

  １１ 
 ２４ 

 １３ 
 ４２ 

② 時々 ０   ５ 
３３ 

 １２ 
 ２７ 

 １０ 
 ３２ 

③ ない １   ７ 
4６ 

 ２２ 
 ４９ 

  ８ 
 ２６ 

２ 

１） 

 

１で①② 

補聴器 

使用状況 

① 使用 ０   ０ 
  ０ 

  ４ 
 １５ 

  ８ 
 ３５ 

② 使いたいが

✖ 

０   ０ 
  ０ 

  ４ 
 １５ 

  ５ 
 ２２ 



の方のう

ち 

 

②③ 

③ 使ってない ０   ７ 
１００ 

 １８ 
 ７３ 

 １０ 
 ４３ 

２） 更 に ② ③

の理由 

① 高い ―   ２ 
 ５０ 

 １０ 
 ４０ 

  ８ 
 ５３ 

② 使い勝手✖ ―   ０ 
  ０ 

  ４ 
 １６ 

  １ 
  ７ 

③ 面倒 ―   ０ 
  ０ 

  ４ 
 １６ 

  ４ 
 ２７ 

④ 購 入 方 法

が？ 

―   ０ 
  ０ 

  ２ 
  ８ 

  ２ 
 １３ 

⑤ その他 ―   ２ 
 ５０ 

  ５ 
 ２０ 

  ０ 
  ０ 

３ 

１） 

助成につ

いて 

１）必要性 ① 必要 ２  １７ 
 ９９ 

 ３７ 
 ９２ 

  ２５ 
 ８３ 

② ✖ 
０   ０ 

  ０ 
  ０ 

  ０ 
  ３ 

 １０ 

③ ▲ ０   １ 
  １ 

  ３ 
  ８ 

  ２ 
  ７ 

２） ２）金額 ①全額 ０   ５ 
３６ 

  ４ 
 ２４ 

  ７ 
 ２８ 

① 半分 ０   ７ 
２５ 

 ２１ 
 ５７ 

 １１ 
 ４４ 

① ２～５万 １   ２ 
１４ 

  ７ 
 １９ 

  ７ 
 ２８ 

２）設問４「相談するとき」について                                        P ２ 



①病院（２３）②メガネ店（４） ③家族（３） 補聴器を使っている人（１） 

３） その他記述（未印はまだ購入していないの意味） 

●難聴は認知症に影響しているので進行を避けたい。（７０・未） 

●認知症になるので、補聴器は必要、国や自治体の補助は必要（７０・未） 

●年と共に聴こえづらい、全額国・自治体負担当然。（７０・未） 

●国産でよいものを２０万ぐらいで作ってほしい、精密なのである程度高いのは仕方がないが助成必要。購入後は２，３か月迄は我慢が必要、

私もそうでした。異物が耳に入るので脳が慣れるまで時間がかかる。面倒でも購入店にどんどん相談する。（８０） 

●値段が高いけどよく聞こえるものなのか、もしそうなら半額補助が欲しい、また１００歩譲って全額だったらとても嬉しい。（７０・聞こえる） 

●元気だった方が外出を控えたり、集まりに参加しなくなったりする理由に「皆の声が聞こえない」との声をよく聞きます。気軽に安心して相

談できる場、自分にあった補聴器を経済的な心配なしに装着できるようになることを願います。（７０・未） 

●聴こえが悪いということはコミにケーションが取りづらいということ。是非助成を（60・未） 

●高いので全額補助を（80・未）・是非、市で取り組み実現してください。（80・困る・未） 

●日常生活で不便はないが、会話が聞き取りにくかったり TVの音が大きいと孫に言われたりする。助成が必要。（80・時々・未） 

●故障しても修理が高く、買い替えにも高額なため不自由しています。（80・使用） 



●いずれ必要だと思いますのであまり高くない方がいいですね。（80・未） 

●安価な品は雑音が入りやすい、年を重ねてから耳に慣れぬため７０歳ごろに耳鼻科受診し医師と相談されると良いです。（８０・使用） 

●耳鳴りがあるので「難聴になるのでは」と心配している（。70・未） 

 

 ２ まとめ 

〇全世代、難聴についての心配・不安を感じている。 

〇６０代から難聴の兆候が出る方が多く、約４０～５０％。 

〇購入はその中の半数、購入しないわけとして！「高い」（６０・７０共通約５０％）、「使い勝手が悪い」（７０代約２０％）、「面倒」（７０代 

２０％）と続く。 

〇補助の必要性について、ほぼ 100％の方が「必要」の答え。額については①半分（約 30％）②全額（60 代 25％、７０代５７％） 

〇記述欄にも貴重なご意見ばかり。 

 

★ 今後、補聴器購入補助を生存権保障・医療費助成要求と同じものと位置づけ、行政に早期実現を積極的に働きかけましょう。 
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             様   

                       ２０２３年   月 

「聴こえ」アンケートへのお願い 

―「補聴器購入助成早期実現」のために― 

                     新日本婦人の会 / 流山支部 

 

皆様には、日頃より、新日本婦人の会流山支部へ多大なご協力を頂き感謝申し上げます。 

さて、 新婦人として「補聴器購入助成」実現のために他団体と共同で流山市への要求をしています

が、いまだに実現していません。加齢性難聴は認知症の大きな原因であることは医学会の常識となって

います。一刻も早い要求実現のため、皆さんに生活の中の「聴こえ」についてお聞きし、流山市との交渉

などの際にいかしていきたいと存じます。 

つきましては、大変恐縮ですが、下記のアンケート記入にご協力お願い申し上げます。 

               ア ン ケ ― ト 

１． 聴こえが悪くて困ることがありますか？ 

① ある    ②時々     ③ない 

２． １で①「ある」②「時々」と答えた方にお尋ねします。 

１）補聴器を使っていますか？ 

① 使っている   ②使いたいが使っていない  ③使っていない。 

    ２）②「使いたいが使っていない」③「使っていない」と答えた方にお尋ねします。 

       ➡その理由は何ですか。 

① 値段が高い。 

② 使い勝手が悪い。 

③ 面倒 

④ 購入方法が分からない（近くにお店がないなど）。 

⑤ その他（                       ） 

３． 補聴器購入助成は必要だと思いますか。また、いくらぐらい必要ですか？ 

１）①必要  ②必要ない  ③どちらともいえない 

２）最低いくらぐらい助成があればいいですか。 

 ①全額   ②半分   ③２万円～５万円（現在実施の自治体の多く） 

４．聴こえについての相談は誰、または何処にしますか。（                 ） 

５．その他、加齢性難聴での困りごとや補聴器購入助成などについてのご意見などお聞かせください。 

 

 

＊よろしければ、お年をお聞かせください。（〇印をお付けください。） 



     ４０代まで    ５０代    ６０代   ７０代   ８０代以上 

 ― ご 協 力 有 難 う ご ざ い ま し た！ ― 



全国の自治体における
補聴器購入費助成制度の実施状況

※18歳以上を対象とした制度

2023年12月1日現在

調査：一般社団法人日本補聴器販売店協会

（2024年1月29日訂正）



助成制度を実施している自治体
18歳以上を対象とした

補聴器購入費助成制度を実施している自治体は237（全国市区町村数1,747） 2023年12月1日現在
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助成制度を実施している自治体一覧

北海道 22
北見市 網走市 赤平市 根室市 歌志内市 木古内町

蘭越町 赤井川村 沼田町 東神楽町 上川町 東川町 美瑛町

幌加内町 上士幌町 鹿追町 新得町 池田町 豊頃町

浦幌町 厚岸町 弟子屈町

岩手 ７
宮古市 大船渡市 久慈市 遠野市 陸前高田市 釜石市 九戸村

宮城 ３
東松島市 富谷市 大郷町

秋田 ５
横手市 湯沢市 にかほ市 仙北市 三種町

山形 ２
山形市 庄内町

福島 ５
白河市 二本松市 南相馬市 金山町 西郷村

茨城 ４
土浦市 古河市 筑西市 城里町

栃木 ４
宇都宮市 足利市 鹿沼市 真岡市

群馬 ５
前橋市 太田市 舘林市 千代田町 大泉町

埼玉 10
秩父市 鴻巣市 草加市 越谷市 朝霞市 滑川町 吉見町

鳩山町 皆野町 小鹿野町

千葉 ４
船橋市 鎌ヶ谷市 浦安市 印西市
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東京都 26

千代田区 中央区 港区 新宿区 文京区 墨田区 江東区

品川区 目黒区 大田区 渋谷区 杉並区 豊島区 荒川区

板橋区 練馬区 足立区 葛飾区 江戸川区 三鷹市 府中市

調布市 小金井市 日野市 利島村 三宅村

神奈川 ４

相模原市 逗子市 愛川町 清川村

山梨 ３

富士吉田市 山梨市 甲州市

新潟 30

新潟市 長岡市 三条市 柏崎市 新発田市 古千谷市 加茂市

十日町市 見附市 村上市 燕市 糸魚川市 妙高市 五泉市

上越市 阿賀野市 佐渡市 魚沼市 南魚沼市 胎内市 聖籠町

弥彦村 田上町 阿賀町 出雲崎町 湯沢町 津南町 刈羽村

関川村 粟島浦村

富山 ２

滑川市 小矢部市

長野 14

伊那市 大町市 飯山市 下諏訪町 富士見町 飯島町 南箕輪村

中川村 松川町 阿智村 南木曽町 木曽町 松川村 飯綱町

岐阜 ７

高山市 関市 飛騨市 海津市 岐南町 輪之内町 白川村

静岡 ７

富士宮市 磐田市 焼津市 掛川市 藤枝市 御殿場市 長泉町

愛知 ７

犬山市 稲沢市 大府市 知多市 豊明市 あま市 設楽町

三重 ２

朝日町 南伊勢町

滋賀 ５

長浜市 東近江市 豊郷町 甲良町 多賀町

京都 ２

京丹後市 精華町3



大阪 ４
泉大津市 貝塚市 交野市 岬町

兵庫 ８
明石市 相生市 加西市 養父市 朝来市 多可町 稲美町 新温泉町

奈良 ４
桜井市 香芝市 三郷町 斑鳩町

和歌山 ４
和歌山市 紀美野町 印南町 すさみ町

鳥取 ９
境港市 岩見町 三朝町 湯梨浜町 琴浦町 北栄町 日吉津村

大山町 日野町

島根 １
益田市

岡山 ３
備前市 瀬戸内市 吉備中央町

高知 ４
土佐清水市 いの町 仁淀川町 四万十町

福岡 ５
田川市 豊前市 小竹町 大刀洗町 みやこ町

長崎 １
五島市

熊本 ３
長州町 益城町 五木村

宮崎 ３
三股町 新富町 諸塚村

鹿児島 １
曽於市

沖縄 ７
那覇市 豊見城市 恩納村 読谷村 北中城村 西原町 南風原町
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助成対象の年齢

年 齢 市町村数

18歳以上 45

40歳以上 3

45歳以上 2

50歳以上 7

60歳以上 5

65歳以上 155

70歳以上 8

75歳以上 4

全年齢 4

不明 4

2023年12月1日現在
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助成金額の限度額
2023年12月1日現在

6

10,000円 2

20,000円 47

21,950円 1

22,000円 1

25,000円 24

30,000円 64

35,000円 8

37,000円 1

40,000円 16

42,000円 1

45,700円 1

50,000円 50

52,900円 2

70,000円 1

80,000円 1

100,000円 5

137000円 1

基準額 2

不明 4



補聴器相談医・認定補聴器技能者の関わり

補聴器相談医の受診や認定補聴器技能者（認定補聴器専門店）からの調整や購入等が要件とし
て制度要綱等に明記されているか。

■補聴器相談医の受診が要件 15
岩手県宮古市 山形県山形市 東京都港区 東京都杉並区 東京都三鷹市 神奈川県逗子市 長野県中川村 愛知県大府市 愛知県豊明市 愛知県あま市

兵庫県相生市 鳥取県大山町 岡山県備前市 岡山県瀬戸内市 岡山県吉備中央町

■認定補聴器技能者からの購入が要件 28
岩手県陸前高田市 山形県山形市 栃木県鹿沼市 東京都港区 東京都新宿区 東京都品川区 東京都杉並区 東京都三鷹市 東京都調布市

東京都日野市 東京都三宅村 神奈川県逗子市 長野県南木曽町 岐阜県高山市 愛知県稲沢市 愛知県大府市 愛知県あま市

滋賀県長浜市 滋賀県甲良町 大阪府泉大津市 兵庫県相生市 兵庫県多可町 鳥取県境港市 鳥取県大山町 岡山県備前市

岡山県瀬戸内市 岡山県吉備中央町 高知県四万十町

■うち、認定補聴器専門店からの購入が要件 12
山形県山形市 東京都三鷹市 東京都調布市 東京都日野市 滋賀県甲良町 大阪府泉大津市 兵庫県相生市 鳥取県大山町 岡山県備前市

岡山県瀬戸内市 岡山県吉備中央町 高知県四万十町
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